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一般質問

No.259 令和８年２月１日
広報の発行は、5月・8月・11月・2月の年 4回です。

◆発行／北海道美幌町議会　◆編集／議会運営委員会

　「今年も元気で過ごせますように」とい
う願いを込めて、みんなで協力し合いなが
ら、ぺったんぺったんと力いっぱいお餅をつ
き、ついたお餅は、あんこやきなこ、お雑煮
などにしていただいていました。参加した子
どもたちからは「おいしい！」の声がたくさ
ん上がっていました。

１月９日　びほろこども未来探検隊
	 「もちつき」 12月定例会のあらまし

こんなことを決めました

こんなことを聞きました

ご意見を議会活動に反映します



定例会 条例改正、補正予算などを審議12月
12月定例会のあらまし

町長の行政報告 (要旨 )

組 合 の 設 立

組合規約の変更

　会期を３日間と決定し、町長から行政報告を受け、議員５名（馬場・大原・松浦・藤原・木村）が
一般質問に登壇し、美幌高等学校生徒確保対策、町長の政治姿勢、みどりの村等の指定管理、防災減
災、二次交通対策などについて活発な議論が交わされました。

　議員５名（宮崎・横山・上杉・大江・伊藤）が一般質問に登壇し、子どもと若者の環境づくり、高
齢化社会への対応、物価高騰対策、就学援助基準の引き上げ、鳥獣害対策などについて活発な議論が
交わされました。

　工事請負契約の締結についての議決の一部変更２件（第Ⅳ期埋立処分場浸出水処理施設建設工事・
旭団地７号棟建設建築主体工事）、一部事務組合の設立１件（斜網地区廃棄物処理組合）、委員会規
約の変更１件（オホーツク町村公平委員会）、条例改正２件（選挙運動の公費負担に関する条例・印
鑑の登録及び証明に関する条例）、補正予算案８件（一般会計・特別会計・企業会計）、指定管理者
の指定２件（峠の湯びほろ、みどりの村・エコハウス・移住相談拠点施設）を審議し、いずれも原案
どおり可決しました。その後、追加議案（一般会計補正予算案）を審議し、原案どおり可決しまし
た。次いで、１件の意見書案を可決し、専決処分及び財政援助団体監査報告など３件の報告を受け、
各常任委員会からの「閉会中の継続調査」の申し出を承認して、全日程を終了し閉会しました。

9日

10日

11日

■廃棄物中間処理施設建設候補地
　本年６月、斜網地区廃棄物処理広域化推進協議会において、本町報徳地区が中間処理施設の建設候補地として
決定されたことを受け、５月から11月にかけて住民説明会や先進地への町民見学会を実施し、廃棄物処理の現
状や候補地選定の経過、環境や災害への対策、安全性などについて丁寧に説明を行うとともに、町民のご意見を
幅広く伺ってまいりました。その結果、町民皆さまの理解がおおむね得られたとの認識に立ち、慎重な検討の上
で、本町として当該施設の建設候補地を正式に受け入れる判断に至ったところであります。
　今後、町民の皆さまのご理解とご協力をいただきながら、埋立処分するごみ減量化の観点から一刻も早く中間
処理施設が稼働できるよう事業を推進するとともに、安全で持続可能なごみ処理体制の構築に努めてまいります。
■そのほか「農作物の生育状況について」報告がありました。

■斜網地区廃棄物処理組合の設立
　網走市、斜里町、清里町、小清水町及び大空町とごみ処理施設（焼却施設に限る）の設置、管理及び運営に関
する事務を共同処理するため規約を定め、斜網地区廃棄物処理組合を設立
　（施行日　北海道知事の許可のあった日）

■�オホーツク町村公平委員会を共同設置する地方公共団体の数の増加及びオホーツク町村公平委員会規約の
変更

　令和８年４月１日から共同設置する団体に斜里町が新規に加入し、共同設置する団体数に変更が生じることか
ら規約の変更を行おうとするもの
（施行日　令和８年４月１日）

原案どおり可決しました。主な内容は次のとおりです。

原案どおり可決しました。主な内容は次のとおりです。
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こんなことを決めました

　

　

　

補　正　予　算

指定管理者の指定

１件の意見書案を可決し関係機関へ提出
令和７年12月定例会では、３件の意見書の提出を求める陳情のうち１件の意見書案を可決し、国などの関係機関へ提出しました。

■一般会計
　・畑地化促進事業に伴う土地改良区決済金支援にかかる農林水産省の間接補助…… 2,013万8千円の増額
　・スマート農業等緊急対策事業の実施に伴う農林水産省の間接補助… ………………… 1,155万円の増額
　・物価高対応子育て応援手当支給事業〔追加議案〕…………………………………… 4,397万9千円の増額
　・Ｂ＆Ｇ海洋センターバイオマスボイラー修繕料〔追加議案〕…………………………… 191万1千円の増額
　・除雪車両修繕料〔追加議案〕………………………………………………………………… 900万円の増額
■特別会計・企業会計
　国の制度改正によるシステム改修経費の増額のほか、事務事業の確定に伴う整理
　・国民健康保険特別会計（子ども・子育て支援金制度創設対応システム改修委託料）…… 482万9千円の増額
　・後期高齢者医療特別会計（子ども・子育て支援金制度創設対応システム改修委託料ほか）…… 614万7千円の増額
　・介護保険特別会計（介護システム改修委託料ほか）…………………………………… 245万2千円の増額
　・水道事業会計（水道施設事業及び管路整備事業、工事負担金ほか）… …………… 3,600万6千円の減額
　・公共下水道事業会計（企業債利息の確定に伴う関連費用）……………………………… 69万3千円の増額
　・個別排水処理道事業会計（企業債利息の確定に伴う関連費用）…………………………… 7万8千円の減額
　・病院事業会計（寄附金の受納・医療機器の修繕費用ほか）… ………………………… 316万8千円の増額

■食料・農業・農村政策確立に関する予算の拡充等を求める意見書… ……………【提出先】内閣総理大臣　ほか

条　例　改　正
原案どおり可決しました。主な内容は次のとおりです。

原案どおり可決しました。補正予算の主な内容は次のとおりです。

原案どおり可決しました。（　）内が選定された指定管理者

■美幌町議会議員及び美幌町長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例の一部改正
　公職選挙法施行令等の一部改正に伴い、国に準拠している選挙運動用のビラの作成に係る公費負担額につ
いて引き上げを行うことから所要の改正を行おうとするもの
■美幌町印鑑の登録及び証明に関する条例の一部改正
　町民の利便性向上のため、本町における住民票等のコンビニ交付サービスを令和８年３月中に開始予定であ
ることに伴い、コンビニ交付対象となる証明書のうち印鑑登録証明書についてコンビニ交付する場合の規定を
追加する必要があること、また、役場窓口での印鑑登録証明書の交付についてマイナンバーカードの提示によ
り申請ができるよう改正を行おうとするもの

■美幌町交流促進センター「峠の湯びほろ」
　　（株式会社道央環境センター）
　指定管理期間：令和　８年４月  １日から
　　　　　　　　令和１２年３月３１日まで

■美幌みどりの村・びほろエコハウス・美幌町移住
　相談拠点施設（株式会社パンクチュアル）
　指定管理期間：令和　８年４月  １日から
　　　　　　　　令和１1年３月３１日まで
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一 般 質 問 一般質問には10人が登壇しました。質問事項と質問要旨は次のとおりです。

順 質 問 者 質　問　事　項 質　問　要　旨

1 馬場　博美
議　　　員

１　‌�美幌高等学校の生徒確保対策について

(1) 給食の実施について
(2) 公設民営塾の開設について
(3) 特別支援教育支援員の配置について
(4)ドローン免許取得に対する助成について
(5) 生徒募集にかかる新聞広告等について

２　街路樹の適正な管理及び再整備について
(1) 街路樹の現況調査について
(2) 住民アンケート調査について
(3) 街路樹再整備計画の策定等について

2 大原　　昇
議　　　員

１　公共財産について (1) 公共財産の利活用及び管理について
２　町長の政治姿勢について (1) 出張による町政への影響について

3 松浦　和浩
議　　　員

１　物価高騰対策について (1) 重点支援地方交付金の活用について
２　税収について (1)ガソリン及び軽油の暫定税率の廃止について
３　行政報告（廃棄物中間処理施設建設候補地）について (1) 町民の理解に関する認識について
４　美幌みどりの村等の指定管理ついて (1) 指定管理者募集要項等について
５　介護人材の確保について (1) 外国人介護福祉人材育成支援協議会への加盟について

4 藤原　公一
議　　　員

１　高齢者肺炎球菌ワクチン接種について (1) 肺炎球菌ワクチン接種２回目以降の助成について

２　防災減災について
(1) 総合防災訓練の評価について
(2) 夏場での避難所対策について

３　太陽光発電設備の設置について (1) 太陽光発電設備設置と環境破壊について

5 木村　利昭
議　　　員

１　公共工事の発注について (1) 公共工事の入札について
２　交通対策について (1) 二次交通対策について
３　ふるさと寄附金について (1) ふるさと寄附金の収入増に向けた取り組みについて

6 宮崎奈津江
議　　　員

１　‌�子どもと若者が安心して過ごせる環境づく
りについて

(1) 子どもが安心して通える学校づくりについて
(2) 人的配置の抜本的見直し等について
(3) 支援員及び教員の研修について
(4) 若者の居場所の整備について

7 横山　清美
議　　　員

１　経済対策について (1) 物価高騰対策について

２　高齢化社会への対応について
(1) 高齢者の社会参加について
(2) 身寄りなき高齢者について

３　防災対策について (1) 要支援者に向けた対応について

8 上杉　晃央
議　　　員

１　敬老会の見直しについて (1) 参加者に喜ばれる敬老会行事の在り方について
２　物価高騰対策について (1) 効果的な物価高騰対策の実施について　

9 大江　道男
議　　　員

１　就学援助について (1) 就学援助基準の引き上げについて
２　高齢者対策について (1) 高齢者の交通権確保について　　
３　健康保険証について (1) 紙の健康保険証廃止に伴う対応について　

10 伊藤　伸司
議　　　員

１　鳥獣害対策について (1) 美幌町における有害鳥獣出没における対応、対策について

２　子どもが利用できる公共施設の開放について
(1) 公共施設のさらなる開放について
(2) 利用できる時間帯の拡大について

　一般質問は定例会において、議員が町政全般にわたり執行機関（町や教育委員会など）に対
し、事務執行の状況や将来に対する方針の考え方、疑問点などについて質問するものです。
　一般質問は議員固有の権限の一つで、議案審議とともに議会活動の中にあって最も重要なも
のであり、行政の執行を監視し、建設的に政策を論議することで、公正な行政を確保するもの
です。

一般質問とは
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問
　
美
幌
高
校
へ
の
給
食

提
供
の
考
え
は
。

答　

必
要
な
備
品
等
の
整

備
や
給
食
提
供
の
手
法
な

ど
美
幌
高
校
と
具
体
的
な

協
議
を
重
ね
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
、
来
年
度
中
に

実
施
す
る
考
え
で
あ
る
。

問　

美
幌
高
校
で
の
公
設

民
営
塾
開
設
の
考
え
は
。

答　

町
の
財
源
に
限
り
が

あ
る
こ
と
か
ら
現
時
点
で

具
体
的
な
検
討
に
至
っ

て
い
な
い
が
、
地
域
や
生

徒
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た

教
育
環
境
の
充
実
に
向
け
、

今
後
も
有
効
な
生
徒
確
保

対
策
を
検
討
し
て
ま
い
り

た
い
。

問　

美
幌
高
校
に
お
け
る

町
負
担
で
の
特
別
支
援
教

育
支
援
員
配
置
の
考
え
は
。

答　

学
校
設
置
者
で
あ
る

道
教
委
が
取
り
組
む
べ
き

課
題
で
あ
る
と
考
え
て
お

り
、
町
負
担
で
支
援
員
を

配
置
す
る
考
え
は
な
い
。

問　

農
業
科
生
徒
に
対
す

る
ド
ロ
ー
ン
免
許
取
得
費

用
助
成
の
考
え
は
。

答　

美
幌
高
校
に
お
い
て

ド
ロ
ー
ン
が
配
備
さ
れ
る

な
ど
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し

た
学
習
環
境
が
整
っ
た
場

合
、
免
許
取
得
に
対
す
る

助
成
を
検
討
し
て
ま
い
り

た
い
。

問
　
よ
り
効
果
的
な
生
徒

募
集
広
告
掲
載
の
考
え
及

び
生
徒
確
保
の
た
め
の
具

体
的
な
施
策
は
。

答　

年
に
１
回
、
購
読
者

を
限
定
せ
ず
に
広
く
周
知

が
可
能
な
フ
リ
ー
ペ
ー

パ
ー
の
一
面
に
、
生
徒
募

集
の
広
告
を
掲
載
し
て
い

る
。
ま
た
、
高
校
魅
力
化

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
中

心
と
し
た
募
集
活
動
の
強

化
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
活
用
し

た
高
校
の
魅
力
発
信
手
段

の
検
討
・
実
施
、
探
究
活

動
に
対
す
る
支
援
な
ど
を

通
じ
て
生
徒
確
保
に
向
け

た
取
組
を
積
極
的
に
推
進

し
て
ま
い
り
た
い
。

問
　
現
在
の
植
栽
路
線
数
、

植
栽
箇
所
延
長
、
樹
種
ご

と
の
本
数
は
。

答　

平
成
28
年
度
策
定
の

「
緑
の
基
本
計
画
」
に
お

い
て
、
都
市
計
画
道
路
14

路
線
の
う
ち
植
栽
延
長
は

１
万
７
７
９
７
メ
ー
ト
ル
、

植
栽
本
数
は
３
７
１
０
本

と
な
っ
て
お
り
、
樹
種
ご

と
の
本
数
は
把
握
し
て
い

な
い
。

問
　
街
路
樹
の
現
地
調
査

を
実
施
す
る
考
え
は
。

答　

日
頃
か
ら
必
要
に
応

じ
て
調
査
し
個
別
に
対
応

し
て
い
る
。

問
　
街
路
樹
に
対
す
る
意

識
を
把
握
す
る
た
め
、
住

民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
す
る
考
え
は
。

　
　

次
期
緑
の
基
本
計
画

策
定
に
併
せ
て
緑
化
推
進

に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
検
討
し
て
い
る
が
、

現
在
の
と
こ
ろ
街
路
樹
に

特
化
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
は

予
定
し
て
い
な
い
。

問
　
街
路
樹
の
現
地
調
査

及
び
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
基
に
関
係
機
関
や
団

体
と
協
議
を
重
ね
、
街
路

樹
再
整
備
計
画
を
策
定
す

る
考
え
は
。

答　

次
期
緑
の
基
本
計
画

策
定
に
当
た
り
、
市
街
地

に
お
け
る
緑
の
役
割
や
配

置
の
考
え
方
な
ど
、
緑
化

推
進
会
議
を
は
じ
め
関
係

機
関
や
団
体
と
協
議
の
上
、

検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

答

馬場議員の一般質問YouTube配信は
0:22:56 から 1:23:38 です。

◆ 

馬ば

ば場
　
博ひ

ろ

美み 

議
員

今
後
に
お
け
る
生
徒
確
保
対
策
に
つ
い
て

教
育
委
員
会
と
し
て
の
考
え
は

美
幌
高
等
学
校
教
育
振
興
対
策
協
議
会
や
学
校
運
営
協
議
会

な
ど
と
連
携
し
入
学
者
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
た
い

問答

美
幌
高
校

生
徒
確
保

街路樹

街
路
樹
の
適
正
な
管
理
・
整
備

令和８年２月１日発行 No .２５９び ほ ろ 町 ぎ か い
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問　

廃
校
と
な
っ
た
旧
栄

森
小
学
校
は
現
在
ほ
と
ん

ど
利
用
さ
れ
て
お
ら
ず
、

現
状
の
ま
ま
で
は
倒
壊
・

火
災
・
害
虫
や
悪
臭
、
治

安
の
悪
化
と
い
っ
た
さ
ま

ざ
ま
な
問
題
を
引
き
起
こ

す
恐
れ
が
あ
る
た
め
、
早

急
に
解
体
す
べ
き
で
は
。

答　

旧
栄
森
小
学
校
も
含

め
た
未
利
用
施
設
に
つ
い

て
、
美
幌
町
未
利
用
施
設

除
却
計
画
に
基
づ
き
老
朽

度
合
や
危
険
性
、
防
犯
の

面
等
を
総
合
的
に
勘
案
し
、

順
次
除
却
を
進
め
て
ま
い

り
た
い
。

問　

現
在
、
美
園
団
地
に

お
け
る
入
居
募
集
は
行
わ

れ
て
い
な
い
が
、
空
き
家

周
辺
は
雑
草
が
生
い
茂
る

な
ど
景
観
を
含
め
よ
い
住

環
境
と
は
言
え
な
い
。
美

幌
町
公
営
住
宅
等
長
寿
命

化
計
画
で
は
１
４
０
戸
か

ら
40
戸
の
建
て
替
え
が
予

定
さ
れ
て
い
る
が
、
今
後

の
対
応
及
び
建
て
替
え
の

具
体
的
な
時
期
は
。

答　

空
き
家
周
辺
に
お
け

る
定
期
的
な
巡
回
に
よ
る

状
況
の
把
握
、
防
草
シ
ー

ト
の
敷
設
、
雑
草
除
去
、

清
掃
等
の
環
境
整
備
を
適

宜
実
施
し
て
お
り
、
引
き

続
き
適
切
か
つ
継
続
的
な

管
理
に
努
め
て
ま
い
り
た

い
。
ま
た
、
令
和
11
年
度

よ
り
建
て
替
え
を
予
定
し

て
い
る
。

問　

義
務
教
育
学
校
の
整

備
に
よ
り
想
定
さ
れ
る
廃

校
の
利
活
用
の
考
え
は
。

答　

今
年
度
末
を
め
ど
に

義
務
教
育
学
校
基
本
構
想

を
策
定
後
、
国
の
補
助

金
を
活
用
し
た
解
体
を
視

野
に
入
れ
な
が
ら
、
全
国

の
活
用
事
例
等
を
参
考
に
、

有
効
活
用
の
在
り
方
に
つ

い
て
検
討
を
進
め
て
ま
い

り
た
い
。

　
　

街
路
樹
の
落
ち
葉
の
処

理
に
つ
い
て
、
町
が
処
理
で

き
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
業
者

あ
る
い
は
自
治
会
等
に
委
託

す
る
な
ど
の
考
え
は
。

答　

落
ち
葉
処
理
の
直
営

及
び
委
託
で
の
対
応
は
、

人
員
確
保
並
び
に
費
用
の

面
か
ら
非
常
に
難
し
い
状

況
で
あ
る
。
今
後
に
お
い

て
も
、
道
路
を
往
来
す
る

住
民
の
安
全
確
保
を
基
本

に
老
木
化
や
病
害
な
ど
の

影
響
を
受
け
て
い
る
街
路

樹
の
伐
採
や
更
新
を
検
討

す
る
と
と
も
に
、
街
路
樹

の
管
理
に
つ
い
て
地
域
の

ご
理
解
を
い
た
だ
き
な
が

ら
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た

い
。

問
　
以
前
よ
り
も
町
長
の

出
張
回
数
が
多
く
感
じ
ら

れ
る
が
、
①
町
外
で
催
さ

れ
る
会
議
等
に
参
加
す
る

メ
リ
ッ
ト
、
参
加
し
な
い

デ
メ
リ
ッ
ト
、
②
在
庁
日

数
が
少
な
い
こ
と
に
よ
る

町
政
へ
の
影
響
、
③
会
議

等
に
出
席
し
た
結
果
、
そ

の
内
容
を
反
映
し
実
施
し

た
施
策
に
つ
い
て
。

答
　
①
地
域
の
声
や
現
状

を
直
接
、
具
体
的
に
伝
え

る
こ
と
が
で
き
、
美
幌
町

民
、
団
体
等
の
利
益
獲

得
や
Ｐ
Ｒ
を
含
め
、
町
長

と
し
て
美
幌
町
の
存
在
を

し
っ
か
り
示
し
て
い
る
。

②
出
張
中
も
総
務
グ
ル
ー

プ
を
一
次
窓
口
と
し
、
緊

急
時
及
び
そ
の
他
日
常
的

な
連
絡
等
が
取
れ
る
体
制

を
と
り
、
常
時
連
絡
・
共

有
で
き
る
。

③
道
路
整
備
や
土
地
改
良
、

森
林
整
備
な
ど
の
協
議
内

容
や
各
種
情
報
に
つ
い
て

は
都
度
庁
内
で
共
有
し
、

国
・
北
海
道
へ
の
要
望
や

本
町
の
産
業
振
興
、
農

地
・
町
有
林
の
整
備
方
針

な
ど
の
検
討
に
反
映
し
て

い
る
。

問

大原議員の一般質問YouTube配信は
1:36:17 から 4:17:16 です。

◆ 

大お
お
は
ら原

　
昇の

ぼ
る 

議
員

町
長
の
政
治
姿
勢

現
在
、
ほ
と
ん
ど
利
用
さ
れ
て
い
な
い

旧
栄
森
小
学
校
を
早
急
に
解
体
す
べ
き
で
は

老
朽
度
合
や
危
険
性
、
防
犯
の
面
等
を

総
合
的
に
勘
案
し
、
順
次
除
却
を
進
め
て
ま
い
り
た
い

問答

公
共
財
産
の

利
活
用
・
管
理

令和８年２月１日発行 No .２５９び ほ ろ 町 ぎ か い
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問
　
美
幌
町
に
お
い
て
重

点
支
援
地
方
交
付
金
を
ど

の
よ
う
に
活
用
す
る
の
か
。

ま
た
、
そ
の
活
用
時
期
は
。

答　

生
活
者
支
援
と
し
て

「
食
料
品
の
物
価
高
騰
に

対
す
る
特
別
加
算
」
の
ほ

か
低
所
得
者
世
帯
・
高
齢

者
世
帯
・
子
育
て
世
帯
に

対
す
る
支
援
な
ど
を
、
事

業
者
支
援
と
し
て
「
中

小
企
業
等
に
対
す
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
価
格
高
騰
対
策
支

援
」
の
ほ
か
医
療
・
介

護
・
保
育
施
設
、
学
校
施

設
、
公
衆
浴
場
等
へ
の
物

価
高
騰
支
援
な
ど
を
検
討

す
る
よ
う
全
部
署
に
周
知

し
て
お
り
、
地
域
の
実
情

を
踏
ま
え
た
物
価
高
対
策

と
し
て
有
効
な
事
業
を
選

択
し
、
迅
速
に
実
施
し
て

ま
い
り
た
い
。

問　

ガ
ソ
リ
ン
と
軽
油
の

暫
定
税
率
の
廃
止
に
よ
り

美
幌
町
に
お
い
て
も
税
収

減
が
見
込
ま
れ
る
が
、
ど

の
程
度
と
試
算
し
て
い
る

の
か
。
ま
た
、
令
和
８
年
度

予
算
に
ど
の
程
度
影
響
が

あ
る
と
試
算
し
て
い
る
の
か
。

答　

ガ
ソ
リ
ン
税
分
と
し

て
地
方
揮
発
油
譲
与
税
が

５
４
４
万
５
千
円
の
税

収
減
に
な
る
と
見
込
ま
れ

る
。
ま
た
、
令
和
８
年
度

に
お
い
て
、
地
方
揮
発
油

譲
与
税
が
５
０
０
万
円
か

ら
５
５
０
万
円
程
度
の
減

少
が
見
込
ま
れ
る
が
、
減

収
に
か
か
る
国
の
財
源
補

填
等
に
つ
い
て
は
現
在
示

さ
れ
て
お
ら
ず
、
様
々
な

機
会
を
通
じ
国
に
対
し
て

要
望
し
て
い
く
。

問　

住
民
説
明
会
の
参
加

人
数
と
理
解
が
得
ら
れ
た

人
数
、
及
び
理
解
を
得
た

と
い
う
判
断
基
準
は
。

答　

５
月
か
ら
11
月
に
か

け
て
町
民
説
明
会
を
４

回
、
候
補
地
付
近
の
自
治

会
説
明
会
を
６
回
、
各
種

団
体
へ
の
説
明
を
３
回
実

施
し
、
延
べ
約
２
４
０
名

に
参
加
い
た
だ
い
た
。
あ

わ
せ
て
、
９
月
と
11
月
に

中
間
処
理
施
設
見
学
会
を

実
施
し
、
延
べ
30
名
に
参

加
い
た
だ
い
た
。
参
加
者

一
人
ひ
と
り
の
判
断
に
つ

い
て
町
と
し
て
人
数
を
把

握
し
て
い
る
も
の
で
は
な

い
が
、
説
明
会
の
会
場
で

の
意
見
交
換
や
質
疑
応
答
、

懸
念
事
項
に
つ
い
て
の
説

明
、
先
進
地
見
学
会
に

よ
っ
て
、
施
設
の
必
要
性

や
安
全
性
に
つ
い
て
お
お

む
ね
ご
理
解
い
た
だ
け
た

と
認
識
し
て
い
る
。

問　

み
ど
り
の
村
等
の
指

定
管
理
者
公
募
に
お
け
る

募
集
要
項
の
変
更
内
容
及

び
変
更
理
由
に
つ
い
て
。

答　

指
定
管
理
期
間
を
４

年
か
ら
３
年
へ
短
縮
、
ま

た
、
指
定
管
理
期
間
３
年

目
の
指
定
管
理
料
を
増
額

し
て
い
る
。
変
更
理
由
に

つ
い
て
は
再
公
募
に
際
し

公
募
用
件
を
慎
重
に
再
検

証
し
、
応
募
を
検
討
す
る

事
業
者
に
と
っ
て
再
整
備

後
の
稼
働
率
や
収
支
の
見

通
し
が
難
し
く
、
想
定
を

上
回
る
運
営
リ
ス
ク
が
懸

念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
そ

の
リ
ス
ク
を
軽
減
し
、
よ

り
多
く
の
事
業
者
に
応
募

し
て
い
た
だ
く
た
め
変
更

し
た
。

問
　
将
来
に
向
け
た
介
護

職
人
材
確
保
の
た
め
、
外

国
人
介
護
福
祉
人
材
育
成

支
援
協
議
会
へ
の
加
入
の

考
え
は
。

答　

協
議
会
へ
の
加
盟
は

有
効
な
選
択
肢
の
一
つ
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
が
、

令
和
７
年
度
か
ら
２
か
年

実
施
の
外
国
人
介
護
職
員

人
材
確
保
事
業
の
効
果
検

証
を
行
い
な
が
ら
、
引
き

続
き
事
業
所
の
ニ
ー
ズ
把

握
や
制
度
比
較
を
進
め
た

上
で
、
慎
重
に
検
討
を
進

め
て
ま
い
り
た
い
。

松浦議員の一般質問YouTube配信は
4:31:17 から 5:31:05 です。

◆ 

松ま
つ
う
ら浦

　
和か

ず
ひ
ろ浩 

議
員

美
幌
町
に
お
い
て
重
点
支
援
地
方
交
付
金
を

ど
の
よ
う
に
活
用
す
る
の
か

生
活
者
及
び
事
業
者
に
対
し
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
た

物
価
高
対
策
を
検
討
・
選
択
し
迅
速
に
実
施
す
る

問答

物
価
高
騰

対

策

介
護
人
材
の
確
保

税
収
に
つ
い
て

み
ど
り
の
村
等
指
定
管
理

廃
棄
物
中
間
処
理
施
設
建
設
候
補
地

令和８年２月１日発行 No .２５９び ほ ろ 町 ぎ か い
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問
　
本
年
10
月
４
日
に
開

催
さ
れ
た
３
回
目
と
な
る

総
合
防
災
訓
練
に
お
い
て

特
に
重
点
を
置
い
た
訓
練

内
容
は
。
ま
た
、
過
去
の

訓
練
を
教
訓
に
行
っ
た
内

容
及
び
町
の
評
価
は
。

答　

特
に
防
災
の
意
識
づ

け
を
図
る
防
災
講
演
会
と
、

避
難
所
開
設
の
実
動
訓
練

に
重
点
を
置
き
実
施
し
た
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
訓
練

に
お
い
て
は
、
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
な
ど
か
ら
内
容

は
お
お
む
ね
良
好
で
あ
る

と
評
価
を
い
た
だ
い
て
い

る
。
一
方
で
、
住
民
参
加

の
実
動
訓
練
が
不
足
し
て

い
る
と
の
声
も
寄
せ
ら
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
回

は
、
大
規
模
地
震
に
よ
り

初
動
対
応
を
担
う
町
職
員

も
被
災
し
た
と
の
想
定
で
、

限
ら
れ
た
町
職
員
と
地
域

住
民
の
協
働
で
避
難
所
開

設
訓
練
を
実
施
し
、
参
加

し
た
住
民
の
皆
さ
ま
か
ら

は
実
り
あ
る
訓
練
だ
と
評

価
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

問
　
近
年
、
北
海
道
に
お

い
て
も
記
録
的
な
猛
暑
を

観
測
し
て
い
る
が
、
今
後

の
避
難
所
運
営
に
お
け
る

暑
さ
対
策
を
ど
の
よ
う
に

計
画
し
て
い
る
の
か
。

答　

指
定
避
難
所
で
あ
る

町
内
小
中
学
校
の
体
育
館

に
は
現
状
、
冷
房
設
備
が

な
く
、
こ
れ
ま
で
具
体
的

な
暑
さ
対
策
の
計
画
は
な

い
が
、
緊
急
時
に
は
冷
房

設
備
の
あ
る
普
通
教
室
の

利
用
や
保
冷
材
な
ど
の
冷

却
用
品
、
水
分
・
塩
分
補

給
品
の
備
蓄
な
ど
様
々
な

対
策
を
組
み
合
わ
せ
な
が

ら
、
避
難
所
に
お
け
る
暑

さ
対
策
を
今
後
検
討
し
て

ま
い
り
た
い
。

問
　
美
幌
町
は
森
林
面
積

も
大
き
く
絶
滅
危
惧
に
指

定
さ
れ
る
オ
オ
ワ
シ
、
オ

ジ
ロ
ワ
シ
が
飛
来
し
、
タ

ン
チ
ョ
ウ
の
姿
も
確
認
さ

れ
て
い
る
。
釧
路
市
で

は
「
自
然
と
太
陽
光
発
電

施
設
の
調
和
に
関
す
る
条

例
」
を
施
行
し
、
市
内
で

太
陽
光
発
電
設
備
の
設
置

事
業
を
行
う
場
合
に
は
許

可
が
必
要
と
し
て
い
る
が
、

美
幌
町
に
お
け
る
太
陽
光

発
電
設
備
の
設
置
に
関
す

る
規
制
の
考
え
は
。

答　

美
幌
町
に
お
け
る
土

地
利
用
の
現
状
を
踏
ま
え

る
と
、
既
に
法
律
に
基
づ

く
森
林
や
農
地
に
対
す
る

規
制
が
あ
り
、
無
秩
序
に

開
発
可
能
な
土
地
は
存
在

し
て
お
ら
ず
、
山
間
部
で

は
高
圧
送
電
線
等
の
イ
ン

フ
ラ
が
整
備
さ
れ
て
い
な

い
こ
と
か
ら
、
現
実
的
に

大
規
模
な
太
陽
光
発
電
設

備
の
設
置
は
困
難
な
状
況

で
あ
る
。
町
と
し
て
、
太

陽
光
発
電
事
業
者
が
計

画
段
階
か
ら
自
然
環
境
に

十
分
配
慮
し
、
関
係
法
令

や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ

た
適
正
な
配
置
が
行
わ
れ

る
よ
う
必
要
に
応
じ
て
助

言
・
指
導
に
努
め
て
ま
い

り
た
い
。
ま
た
、
現
時
点

に
お
い
て
、
釧
路
市
の
よ

う
な
条
例
に
よ
る
設
置
許

可
制
度
を
新
設
す
る
考
え

は
な
い
が
、
今
後
も
再
生

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
と
貴

重
な
自
然
環
境
の
保
全
の

両
立
を
図
る
た
め
、
国
や

道
、
近
隣
自
治
体
の
動
向

な
ど
も
踏
ま
え
適
切
な
対

応
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
。

藤原議員の一般質問YouTube配信は
5:41:18 から 6:33:00 です。

◆ 

藤ふ
じ
わ
ら原

　
公こ

う
い
ち一 

議
員

太
陽
光
発
電
設
備
の
設
置

防

災

減

災
２
回
目
以
降
の
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
の

負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、
町
と
し
て
補
助
の
考
え
は

高
齢
者
の
肺
炎
予
防
の
重
要
性
に
十
分
留
意
し
、
国
の
制
度
変
更
や

新
た
な
医
学
的
知
見
の
動
向
を
注
視
し
検
討
し
た
い

問答

肺
炎
球
菌

ワ
ク
チ
ン
接
種

令和８年２月１日発行 No .２５９び ほ ろ 町 ぎ か い
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問
　
美
幌
町
に
よ
る
公
共

工
事
に
お
い
て
、
道
単
価

が
定
め
ら
れ
て
い
な
い
建

築
工
事
等
の
入
札
予
定
価

格
の
積
算
根
拠
は
。

答　

北
海
道
建
設
部
営

繕
工
事
積
算
要
領
に
基

づ
き
積
算
を
行
い
、
そ
の

積
算
結
果
を
基
に
入
札
予

定
価
格
を
決
定
し
て
い

る
。
ま
た
、
予
定
価
格
の

基
と
な
る
工
事
内
訳
書
に

計
上
す
る
単
価
に
つ
い
て

は
、
北
海
道
建
設
営
繕
工

事
設
計
単
価
策
定
要
領
に

基
づ
き
、
北
海
道
営
繕
工

事
積
算
標
準
単
価
表
を
用

い
て
積
算
作
業
を
行
っ
て

い
る
が
、
同
単
価
表
に
記

載
の
な
い
単
価
に
つ
い
て

は
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
総
合
振

興
局
網
走
建
設
管
理
部
作

成
の
地
方
資
材
単
価
、
ま

た
は
一
般
財
団
法
人
建
設

物
価
調
査
開
及
び
一
般
財

団
法
人
経
済
調
査
会
が
発

行
す
る
物
価
資
料
に
掲
載

さ
れ
て
い
る
単
価
を
採
用

し
て
積
算
を
行
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
資
料

に
も
記
載
の
な
い
単
価
に

つ
い
て
は
、
地
域
性
や
施

工
条
件
等
を
反
映
し
た
見

積
条
件
を
適
切
に
設
定
し

た
上
で
、
過
去
の
実
績
等

を
総
合
的
に
考
慮
し
、
原

則
３
社
以
上
か
ら
見
積
も

り
を
徴
収
し
て
単
価
を
策

定
し
積
算
に
反
映
し
て
い

る
。

問
　
美
幌
町
と
し
て
ふ
る

さ
と
寄
附
金
の
収
入
増
に

向
け
た
今
後
の
取
組
や
計

画
は
。

答　

こ
れ
ま
で
同
様
、

返
礼
品
発
送
の
安
定
確
保

や
拡
充
発
掘
、
効
果
的
な

情
報
発
信
や
Ｐ
Ｒ
を
行
う

こ
と
に
加
え
、
寄
附
者
と

の
関
係
性
を
大
切
に
し
、

リ
ピ
ー
タ
ー
を
増
や
す
効

果
を
図
る
戦
略
を
推
し
進

め
た
い
と
考
え
て
い
る
が
、

体
制
整
備
が
必
要
と
な
る

こ
と
か
ら
、
そ
れ
も
含
め

て
検
討
し
、
ま
た
、
今
後

も
関
係
団
体
な
ど
と
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
ふ
る
さ

と
寄
附
金
の
増
収
に
向
け

取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

問
　
美
幌
町
か
ら
女
満
別

空
港
へ
の
ア
ク
セ
ス
は
非

常
に
悪
く
、
女
満
別
空
港

の
駐
車
場
料
金
が
大
幅
に

値
上
げ
さ
れ
て
も
、
自
家

用
車
の
利
用
を
控
え
る
こ

と
は
難
し
く
、
ま
た
、
美

幌
峠
へ
の
公
共
交
通
ア
ク

セ
ス
も
非
常
に
悪
い
こ
と

か
ら
、
車
の
な
い
町
民

や
観
光
客
は
美
幌
峠
に
行

く
こ
と
も
困
難
な
状
況
に

あ
る
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、

美
幌
町
と
し
て
デ
マ
ン
ド

バ
ス
の
拡
充
や
ラ
イ
ド

シ
ェ
ア
の
導
入
検
討
の
考

え
は
。

答　

デ
マ
ン
ド
バ
ス
を
は

じ
め
と
す
る
既
存
資
源
の

拡
充
に
は
、
運
行
費
用
の

増
加
や
運
転
手
不
足
、
利

用
者
の
需
要
予
測
の
精

度
と
い
っ
た
課
題
が
あ
り
、

ま
た
、
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の

導
入
に
は
法
制
度
上
の
制

約
や
安
全
性
の
確
保
、
既

存
交
通
事
業
者
と
の
連
携

と
い
っ
た
多
岐
に
わ
た
る

検
討
事
項
が
あ
る
。
ま
ず

は
、
こ
れ
ら
の
交
通
手
段

の
導
入
に
必
要
な
具
体
的

な
課
題
等
を
改
め
て
把
握

の
上
、
町
の
実
情
に
最
も

適
し
た
持
続
可
能
な
交
通

シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
向
け
、

総
合
的
な
視
点
か
ら
よ
り

よ
い
二
次
交
通
対
策
の
実

現
に
向
け
て
段
階
的
に
議

論
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
。

木村議員の一般質問YouTube配信は
6:46:36 から 7:45:16 です。

◆ 

木き

む

ら村
　
利と

し

昭あ
き 

議
員

ふ
る
さ
と
寄
附
金
の
収
入
増

二
次
交
通
対
策

公
共
工
事
に
お
い
て
道
単
価
が
定
め
ら
れ
て
い
な
い

建
築
工
事
等
の
入
札
予
定
価
格
の
積
算
根
拠
は

北
海
道
営
繕
工
事
積
算
標
準
単
価
表
な
ど
を
用
い
て

積
算
を
行
っ
て
い
る

問答

公
共
工
事

の

発

注

令和８年２月１日発行 No .２５９び ほ ろ 町 ぎ か い
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落
ち
着
い
て
学
べ
る
学
校
環
境

問
　
町
で
は
30
人
以
下
の

少
人
数
学
級
を
進
め
て
い

る
が
、
特
別
支
援
学
級
に

在
籍
す
る
子
ど
も
が
通
常

学
級
で
過
ご
す
時
間
も
あ

り
、
実
質
40
人
を
超
え
る

学
級
も
存
在
す
る
。
そ
の

数
は
普
通
学
級
の
定
数
に

含
ま
れ
ず
、
教
室
の
手
狭

さ
、
教
員
や
支
援
員
が
個

別
に
目
を
配
る
こ
と
が
難

し
い
状
況
を
生
ん
で
い
る

が
、
こ
の
実
態
を
ど
の
よ

う
に
受
け
止
め
改
善
し
て

い
く
の
か
。

答　

そ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス

を
認
識
す
る
た
め
、
い
ま

一
度
、
各
学
校
の
環
境

を
実
態
調
査
し
、
ど
の
よ

う
な
こ
と
が
で
き
る
か
考

え
て
ま
い
り
た
い
。
ま
た
、

来
年
度
も
１
７
０
人
を
超

え
る
児
童
生
徒
が
特
別
支

援
教
育
の
対
象
と
な
る
見

込
み
で
あ
り
、
し
っ
か
り

関
係
者
と
話
し
合
い
な
が

ら
、
で
き
る
こ
と
は
何
か

を
真
剣
に
考
え
実
行
に
移

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。一

人
一
人
に
合
っ
た
居
場
所

問　

不
登
校
や
行
き
渋
り

の
背
景
は
「
学
校
に
は
行

け
な
い
が
学
習
は
し
た

い
」
「
学
校
で
安
心
し
て

過
ご
せ
る
場
所
が
ほ
し

い
」
な
ど
様
々
あ
る
。
学

校
内
で
安
心
で
き
る
居
場

所
づ
く
り
に
加
え
、
フ

リ
ー
ス
ク
ー
ル
な
ど
学
校

外
の
学
び
の
場
へ
の
出
席

扱
い
の
対
象
拡
大
や
利
用

料
補
助
な
ど
学
校
外
の
選

択
肢
を
広
げ
る
施
策
の
検

討
及
び
学
校
内
外
に
複
数

の
「
安
心
で
き
る
居
場

所
」
を
整
備
す
る
考
え
は
。

答　

年
間
30
日
以
上
欠
席

し
て
い
る
児
童
生
徒
は
50

人
か
ら
60
人
い
る
も
の
の
、

中
に
は
い
ろ
い
ろ
な
関
係

者
が
つ
な
が
り
を
持
ち
、

学
校
に
通
え
る
よ
う
に

な
っ
た
児
童
生
徒
も
い
る
。

今
後
も
児
童
生
徒
に
つ
な

が
っ
て
い
る
サ
イ
ン
を
届

け
、
学
校
に
戻
る
き
っ
か

け
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
た
い
。
ま
た
、
フ

リ
ー
ス
ク
ー
ル
な
ど
で
の

出
席
扱
い
は
各
学
校
長
の

判
断
に
委
ね
て
お
り
、
子

ど
も
に
不
利
益
が
生
じ
る

こ
と
の
な
い
よ
う
、
今
後

も
適
切
な
学
校
運
営
に
努

め
て
ま
い
り
た
い
。

特
別
支
援
教
育
の
在
り
方

問
　
現
在
、
学
校
に
は
29

名
の
支
援
員
が
配
置
さ
れ

体
制
と
し
て
は
手
厚
い
一

方
、
教
員
と
支
援
員
が
情

報
共
有
す
る
時
間
が
十
分

に
取
れ
ず
、
支
援
の
一
貫

性
に
不
安
を
感
じ
る
声
も

あ
る
。
専
門
性
を
高
め
ら

れ
る
仕
組
み
づ
く
り
、
多

様
な
子
ど
も
の
個
性
を
正

し
く
理
解
し
寄
り
添
え
る

チ
ー
ム
づ
く
り
を
ど
の
よ

う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

答
　
支
援
が
行
き
届
い
て

い
る
か
確
認
を
行
い
、
月

に
一
度
開
催
し
て
い
る
校

長
会
議
、
教
頭
会
議
な
ど

に
お
い
て
し
っ
か
り
と
情

報
共
有
を
図
っ
て
い
き
た

い
。
特
別
支
援
に
つ
い
て
、

義
務
教
育
学
校
開
校
準
備

委
員
会
設
置
後
、
一
般

教
員
も
含
め
た
中
で
３
年

か
け
て
し
っ
か
り
と
進
め
、

全
て
の
子
ど
も
が
平
等
に

学
べ
る
環
境
を
整
え
る
こ

と
を
目
指
す
先
生
の
思
い

に
応
え
る
た
め
、
特
別
支

援
教
育
の
充
実
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

若
者
が
安
心
で
き
る
居
場
所
づ
く
り

問
　
若
者
の
常
設
の
居
場

所
づ
く
り
が
必
要
で
は
。

答
　
廃
校
後
の
利
活
用
は
、

国
の
補
助
金
を
活
用
し
た

解
体
も
視
野
に
入
れ
つ
つ
、

全
国
の
活
用
事
例
等
を

参
考
に
有
効
利
用
の
在
り

方
を
検
討
す
る
が
、
短
期

的
に
は
、
町
民
会
館
の
一

部
を
若
者
向
け
フ
リ
ー
ス

ペ
ー
ス
と
す
る
。

宮崎議員の一般質問YouTube配信は
0:02:26 から 0:50:32 です。

◆ 

宮み
や
ざ
き崎

　
奈な

津つ

え江 

議
員

子
ど
も
と
若
者
が
安
心
で
き
る
居
場
所
づ
く
り
は
、

美
幌
町
の
未
来
に
と
っ
て
最
大
の
投
資
に
な
る
の
で
は

一
人
一
人
が
日
々
の
暮
ら
し
の
中
で
目
的
意
識
を
持
ち

学
び
に
向
か
え
る
よ
う
、
学
習
環
境
を
整
え
て
い
き
た
い

問答

子
ど
も
と

若
者
の
環
境

令和８年２月１日発行 No .２５９び ほ ろ 町 ぎ か い
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問
　
本
年
11
月
21
日
に
閣

議
決
定
さ
れ
た
「
生
活
の

安
全
保
障
・
物
価
高
騰
へ

の
対
応
」
に
つ
い
て
、
今

後
に
お
け
る
美
幌
町
で
取

り
組
む
食
料
品
の
物
価
高

騰
対
策
は
。

答　

国
か
ら
の
事
務
連
絡

に
よ
る
と
従
来
の
生
活
者

支
援
分
・
事
業
者
支
援
分

と
は
別
に
「
食
料
品
の
物

価
高
騰
に
対
す
る
特
別
加

算
」
を
設
け
る
こ
と
が
発

表
さ
れ
て
お
り
、
各
府
省

庁
か
ら
も
優
良
な
活
用
事

例
な
ど
の
情
報
が
随
時
提

供
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て

い
る
。
町
民
皆
さ
ま
の
家

計
負
担
の
軽
減
を
図
る
観

点
か
ら
必
要
か
つ
効
果
的

な
事
業
を
選
定
し
、
速
や

か
に
実
施
し
て
ま
い
り
た

い
。

高
齢
者
の
社
会
参
加

問
　
今
後
に
お
け
る
高
齢

者
の
社
会
参
加
を
増
や
す

取
組
の
考
え
は
。

答　

町
で
は
シ
ニ
ア
ク
ラ

ブ
や
自
治
会
が
運
営
す
る

サ
ロ
ン
等
、
高
齢
者
を
対

象
と
し
た
活
動
に
対
し
て

運
営
に
係
る
経
費
の
一
部

補
助
や
老
人
憩
の
家
や
新

町
常
設
老
人
ク
ラ
ブ
を
会

場
と
し
て
高
齢
者
が
集
い

交
流
で
き
る
環
境
づ
く
り

を
支
援
し
て
い
る
。
今
後
、

高
齢
者
対
象
の
事
業
等
の

周
知
徹
底
を
図
る
と
と
も

に
、
高
齢
者
の
ニ
ー
ズ
を

把
握
し
支
援
方
法
や
事
業

内
容
を
検
討
し
て
ま
い
り

た
い
。身

寄
り
な
き
高
齢
者
対
応

問
　
国
は
、
高
齢
者
等
終

身
サ
ポ
ー
ト
事
業
者
の
運

営
の
適
正
化
や
地
域
で
の

住
宅
の
確
保
と
い
っ
た
支

援
を
進
め
る
と
し
て
い
る

が
、
美
幌
町
に
お
け
る
取

組
の
考
え
は
。

答　

美
幌
町
に
お
い
て
も

高
齢
者
等
終
身
サ
ポ
ー
ト

事
業
に
お
け
る
身
元
保
証

や
死
後
事
務
を
適
正
に
担

え
る
事
業
者
は
十
分
に
確

保
さ
れ
て
お
ら
ず
、
成
年

後
見
制
度
等
の
公
的
な
権

利
擁
護
制
度
を
適
切
に

活
用
し
て
い
く
ほ
か
、
引

き
続
き
相
談
対
応
や
見
守

り
支
援
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
た
い
。
ま
た
、
町
単

独
で
新
た
に
住
宅
確
保
等

の
制
度
を
創
設
す
る
場
合
、

受
け
皿
と
な
る
事
業
者
の

確
保
や
支
援
体
制
の
持
続

性
な
ど
の
課
題
も
あ
る
こ

と
か
ら
十
分
な
検
討
が
必

要
で
あ
り
、
国
の
動
向
を

注
視
し
つ
つ
関
係
機
関
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
、
地

域
の
実
情
に
応
じ
た
適
切

な
支
援
体
制
を
進
め
て
ま

い
り
た
い
。

問
　
日
本
は
、
こ
の
30
年

間
で
大
き
な
災
害
に
何
度

も
見
舞
わ
れ
て
き
た
が
、

万
が
一
に
備
え
、
美
幌
町

の
避
難
所
運
営
に
お
け
る

要
支
援
者
に
向
け
た
対
応

策
は
。

答
　
美
幌
町
避
難
所
運

営
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
お
い
て

個
々
の
状
態
や
必
要
と
す

る
支
援
に
応
じ
て
、
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
の
確
保
や
安
全

面
の
配
慮
を
行
う
ほ
か
可

能
な
範
囲
で
専
用
ス
ペ
ー

ス
や
別
室
へ
の
割
当
な
ど

の
対
応
を
行
う
。
避
難
所

で
の
生
活
が
特
に
困
難
な

介
助
が
必
要
な
方
な
ど
は
、

福
祉
避
難
所
を
利
用
し
て

い
た
だ
く
こ
と
と
し
て
い

る
。
今
後
は
要
支
援
者
の

特
性
を
よ
く
理
解
し
、
そ

の
特
性
に
応
じ
た
支
援
や

ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努
め
、

要
支
援
者
の
心
身
の
負
担

軽
減
を
図
っ
た
避
難
所
運

営
を
心
が
け
て
ま
い
り
た

い
。

横山議員の一般質問YouTube配信は
1:01:09 から 2:00:50 です。

◆ 

横よ
こ
や
ま山

　
清き

よ

み美 

議
員

高
齢
化
社
会
へ
の
対
応

重
点
支
援
地
方
交
付
金
の
拡
充
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
が
、

美
幌
町
と
し
て
取
り
組
む
食
料
品
物
価
高
騰
対
策
は

町
民
皆
さ
ま
の
家
計
負
担
軽
減
を
図
る
観
点
か
ら

必
要
か
つ
効
果
的
な
事
業
を
選
定
し
た
い

問答

経
済
対
策

防

災

対

策
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問
　
敬
老
会
に
つ
い
て
、

対
象
者
と
な
る
75
歳
以
上

の
高
齢
者
は
年
々
増
加
す

る
一
方
、
こ
こ
数
年
間
に

お
け
る
参
加
者
は
減
少
傾

向
に
あ
る
。
参
加
者
の
減

少
の
要
因
分
析
及
び
今
後

検
討
し
て
い
る
方
策
に
つ

い
て
。

答　

平
成
31
年
度
ま
で

は
、
敬
老
会
対
象
の
75
歳

以
上
で
式
典
に
来
場
さ
れ

た
方
全
員
に
お
赤
飯
を
配

布
、
77
歳
・
88
歳
・
99

歳
・
１
０
０
歳
の
長
寿
の

節
目
の
方
へ
は
記
念
品
の

贈
呈
を
行
っ
て
い
た
。
令

和
２
年
度
か
ら
５
年
度
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
拡
大
に
よ
り
敬
老

会
対
象
の
75
歳
以
上
の
方

に
お
菓
子
券
を
、
長
寿
の

節
目
の
方
へ
は
記
念
品
を

郵
送
し
た
。
令
和
６
年
度

及
び
７
年
度
は
式
典
形
式

を
再
開
し
、
対
象
者
で
あ

る
75
歳
以
上
の
方
全
員
へ

式
典
の
開
催
案
内
と
お
菓

子
券
を
送
付
し
た
。
加
え

て
、
令
和
７
年
度
は
、
参

加
促
進
の
た
め
高
齢
者
関

係
団
体
へ
式
典
案
内
の
チ

ラ
シ
を
送
付
す
る
な
ど
周

知
活
動
に
取
り
組
ん
だ
が
、

75
歳
以
上
の
方
の
参
加
者

は
36
名
で
あ
っ
た
。
参
加

者
減
少
の
要
因
は
、
式
典

中
止
期
間
の
長
期
化
に
よ

る
式
典
そ
の
も
の
へ
の
関

心
が
薄
れ
た
こ
と
、
高
齢

者
の
価
値
観
の
多
様
化
に

よ
り
自
身
が
興
味
を
持
て

る
集
ま
り
を
求
め
る
方
が

増
加
し
た
こ
と
、
お
菓
子

券
を
既
に
受
け
取
っ
て
い

る
た
め
会
場
へ
行
く
必
要

性
を
感
じ
に
く
い
こ
と
な

ど
が
考
え
ら
れ
る
。
今
後

は
、
高
齢
者
や
多
く
の
町

民
が
参
加
す
る
他
の
イ
ベ

ン
ト
に
併
せ
た
開
催
、
敬

老
の
日
以
外
で
の
開
催
な

ど
、
高
齢
者
の
皆
さ
ま
に

感
謝
が
伝
わ
る
行
事
と
な

る
よ
う
検
討
を
重
ね
て
ま

い
り
た
い
。

問
　
本
年
11
月
21
日
に
新

型
コ
ロ
ナ
禍
後
最
大
規
模

と
な
る
物
価
高
騰
対
策
が

閣
議
決
定
さ
れ
た
が
、
重

点
支
援
地
方
交
付
金
の
活

用
策
に
つ
い
て
町
の
補
正

予
算
計
上
の
時
期
及
び
内

容
は
。

答
　
従
来
の
生
活
者
支
援

分
・
事
業
者
支
援
分
に
加

え
食
料
品
の
物
価
高
騰
に

対
す
る
特
別
加
算
が
設
け

ら
れ
る
見
込
み
だ
が
、
各

府
省
庁
か
ら
も
優
良
な

活
用
事
例
な
ど
の
情
報
が

随
時
提
供
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
て
い
る
た
め
、
必
要

か
つ
効
果
的
な
事
業
を
選

定
し
、
行
政
内
部
の
意
思

決
定
後
、
臨
時
議
会
の
開

催
も
含
め
補
正
予
算
を
上

程
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

問
　
町
は
物
価
高
騰
対
策

の
一
つ
に
プ
レ
ミ
ア
ム
商

品
券
発
行
事
業
を
実
施
す

る
が
、
事
業
の
検
証
内
容

及
び
今
後
の
取
組
内
容
に

つ
い
て
。

答
　
過
去
５
年
間
で
６
億

５
０
９
３
万
８
０
０
０
円

の
購
買
に
よ
り
消
費
の
喚

起
、
貯
蓄
か
ら
消
費
へ
の

転
換
、
流
通
の
活
性
化
等
、

美
幌
町
経
済
の
地
域
内
循

環
が
促
さ
れ
た
も
の
と
認

識
し
て
い
る
。
今
後
、
美

幌
商
工
会
議
所
、
商
店
会

と
も
連
携
を
密
に
し
、
事

業
周
知
の
徹
底
に
よ
る
利

用
促
進
、
販
売
品
目
の
研

究
、
運
営
コ
ス
ト
や
事
務

負
担
の
軽
減
等
を
図
り
、

利
用
者
と
事
業
者
双
方
の

利
便
性
を
高
め
る
仕
組
み

づ
く
り
を
研
究
し
て
ま
い

り
た
い
。

上杉議員の一般質問YouTube配信は
3:31:10 から 4:25:28 です。

◆ 

上う
え
す
ぎ杉

　
晃あ

き

央お 

議
員

物
価
高
騰
対
策

参
加
者
の
減
少
が
続
い
て
い
る
敬
老
会
に
つ
い
て
、

今
後
検
討
し
て
い
る
方
策
は

他
イ
ベ
ン
ト
に
併
せ
た
開
催
や
敬
老
の
日
以
外
の

開
催
も
含
め
検
討
を
重
ね
て
ま
い
り
た
い

問答

敬
老
会
の

あ

り

方

令和８年２月１日発行 No .２５９び ほ ろ 町 ぎ か い
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問
　
食
料
品
を
中
心
と
し

た
物
価
高
騰
の
中
、
低
所

得
世
帯
の
子
育
て
支
援
策

と
し
て
就
学
援
助
に
お
け

る
準
要
保
護
世
帯
の
収
入

基
準
を
引
き
上
げ
る
考
え

は
。

答
　
低
所
得
世
帯
に
対
す

る
子
育
て
世
代
へ
の
物
価

高
騰
対
策
と
し
て
、
国
で

は
子
育
て
世
帯
生
活
支
援

特
別
給
付
金
を
、
道
で
は

北
海
道
お
米
・
牛
乳
子
育

て
応
援
事
業
な
ど
を
、
町

で
は
住
民
税
非
課
税
世
帯

等
へ
の
子
ど
も
加
算
給
付

金
や
子
育
て
世
帯
生
活
支

援
特
別
給
付
金
拡
大
給
付

な
ど
を
実
施
し
て
い
る
ほ

か
、
今
後
、
国
で
は
18
歳

以
下
の
子
ど
も
１
人
に
つ

き
２
万
円
を
給
付
す
る
物

価
高
対
応
子
育
て
応
援
手

当
が
予
定
さ
れ
て
い
る
た

め
、
準
要
保
護
世
帯
の
収

入
基
準
の
引
き
上
げ
は
考

え
て
い
な
い
。

問
　
運
転
免
許
自
主
返

納
者
に
対
す
る
「
も
ー

び
ー
」
等
の
バ
ス
運
賃
無

料
化
制
度
導
入
の
考
え
は
。

あ
わ
せ
て
、
郊
外
地
域
を

含
め
た
「
も
ー
び
ー
」
利

用
地
域
拡
大
の
考
え
は
。

答
　
運
転
免
許
自
主
返
納

者
に
対
す
る
バ
ス
運
賃
等

の
無
料
化
は
、
免
許
返
納

後
も
外
出
し
や
す
い
環

境
を
整
え
る
意
味
で
有
効

な
方
策
の
一
つ
と
受
け
止

め
る
が
、
世
代
間
の
公
平

感
へ
の
配
慮
や
、
限
り
あ

る
財
源
の
中
で
持
続
可
能

性
に
つ
い
て
も
慎
重
な
見

極
め
が
不
可
欠
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。
地
域
ご
と

の
利
用
実
態
や
高
齢
者
の

ニ
ー
ズ
を
丁
寧
に
把
握
す

る
と
と
も
に
、
他
自
治
体

の
先
行
事
例
も
参
考
に
し

な
が
ら
、
で
き
る
だ
け
多

く
の
高
齢
者
の
外
出
機
会

確
保
に
向
け
た
対
策
を
検

討
し
て
ま
い
り
た
い
。
ま

た
、
利
用
地
域
の
拡
大
に

つ
い
て
は
、
運
行
効
率
と

採
算
性
の
確
保
、
サ
ー
ビ

ス
品
質
の
維
持
、
車
両
・

人
員
体
制
の
不
足
な
ど
複

数
の
要
因
か
ら
非
常
に
難

し
い
状
況
で
あ
る
が
、
町

民
生
活
の
向
上
、
既
存
交

通
と
の
連
携
と
い
っ
た
点

も
含
め
多
角
的
な
視
点
か

ら
慎
重
に
検
討
を
重
ね
て

ま
い
り
た
い
。

問
　
本
年
12
月
１
日
を

も
っ
て
廃
止
さ
れ
た
紙
の

健
康
保
険
証
へ
の
対
応
と

し
て
資
格
者
証
が
発
行
さ

れ
て
い
る
が
、
そ
の
活
用

に
当
た
っ
て
の
注
意
喚
起

手
法
は
。
ま
た
、
美
幌
町

に
お
け
る
マ
イ
ナ
保
険
証

の
利
用
状
況
及
び
資
格
者

証
の
使
用
延
長
の
考
え
は
。

答
　
資
格
確
認
書
の
活
用

に
あ
た
り
広
報
誌
・
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
で
の
特
集
、
町

内
施
設
・
医
療
機
関
と

の
連
携
な
ど
確
認
方
法
の

見
え
る
化
と
啓
発
活
動
を

は
じ
め
、
相
談
窓
口
の
強

化
や
医
療
機
関
と
の
情
報

共
有
・
連
携
な
ど
を
通
じ

て
注
意
喚
起
と
情
報
提
供

を
行
う
。
ま
た
、
町
で
確

認
で
き
る
国
民
健
康
保
険

及
び
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
を
合
わ
せ
た
マ
イ
ナ
保

険
証
の
利
用
率
は
、
本
年

９
月
末
現
在
で
43
．
５
％

で
あ
る
。
資
格
確
認
書
は

国
の
方
針
の
下
、
マ
イ
ナ

保
険
証
を
持
た
な
い
方
へ

交
付
さ
れ
る
も
の
で
あ

り
、
マ
イ
ナ
保
険
証
を
持

た
な
い
限
り
交
付
さ
れ
続

け
る
も
の
で
あ
る
。
し
か

し
、
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
は
、
資
格
確
認
書
の
運

用
に
関
す
る
方
針
や
有
効

期
限
を
国
が
決
定
す
る
こ

と
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
資
格
確
認
書
の
さ
ら

な
る
延
長
に
つ
い
て
、
町

民
の
安
心
を
確
保
す
る
た

め
の
措
置
を
国
に
求
め
て

ま
い
り
た
い
。

大江議員の一般質問YouTube配信は
4:41:10 から 5:41:36 です。

◆ 

大お

お

え江
　
道み

ち

お男 

議
員

紙
健
康
保
険
廃
止
後
の
対
応

高
齢
者
の
交
通
権
確
保

物
価
高
騰
の
中
、
就
学
援
助
に
お
け
る

準
要
保
護
世
帯
の
収
入
基
準
を
引
き
上
げ
る
考
え
は

国
、
道
や
町
に
よ
る
各
種
支
援
策
が
実
施
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
引
き
上
げ
は
考
え
て
い
な
い

問答

就
学
援
助
基
準

引
き
上
げ
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問
　
美
幌
町
に
お
い
て
も

農
村
地
区
を
中
心
に
ク
マ

に
よ
る
農
産
物
被
害
が
多

数
報
告
さ
れ
、
エ
ゾ
シ
カ

や
そ
の
他
の
鳥
獣
に
よ
る

農
作
物
被
害
も
後
を
絶
た

ず
、
年
々
増
加
し
て
い
る

が
、
次
の
３
点
に
つ
い
て

伺
い
た
い
。
①
鳥
獣
被
害

の
現
状
把
握
と
認
識
に
つ

い
て
。
②
鳥
獣
被
害
対
策

マ
ニ
ュ
ア
ル
や
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
の
整
備
状
況
に
つ
い

て
。
③
捕
獲
体
制
、
猟
友

会
と
の
連
携
に
つ
い
て
。

答　

①
令
和
６
年
の
有
害

鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
被
害

状
況
は
、
被
害
面
積
が
82
．

４
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
被
害
金

額
が
５
９
２
９
万
円
で
、

そ
の
う
ち
エ
ゾ
シ
カ
に
よ

る
被
害
面
積
は
70
．
１
ヘ

ク
タ
ー
ル
、
被
害
金
額
は

５
０
１
５
万
円
、
ヒ
グ
マ

に
よ
る
被
害
面
積
は
５
．

１
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
被
害
金

額
は
３
１
７
万
円
。
こ
れ

ら
の
農
作
物
被
害
は
生
産

者
の
収
入
減
や
再
播
種
等

に
よ
る
労
力
増
大
と
な
り
、

生
産
意
欲
の
減
退
に
つ
な

が
る
恐
れ
が
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。

②
美
幌
町
鳥
獣
被
害
防
止

対
策
協
議
会
に
お
い
て
美

幌
町
鳥
獣
被
害
防
止
計
画

を
策
定
し
、
北
海
道
猟
友

会
美
幌
支
部
に
ご
協
力
を

い
た
だ
き
、
毎
年
５
０
０

頭
か
ら
７
０
０
頭
の
エ
ゾ

シ
カ
を
駆
除
し
て
い
る

ほ
か
、
電
気
柵
の
設
置
や

ヒ
グ
マ
用
箱
わ
な
、
エ
ゾ

シ
カ
用
く
く
り
わ
な
を
購

入
・
設
置
し
有
害
鳥
獣
被

害
対
策
を
実
施
し
て
い
る
。

③
美
幌
町
鳥
獣
被
害
防
止

対
策
協
議
会
の
開
催
や
北

海
道
猟
友
会
美
幌
支
部
の

役
員
の
方
と
の
意
見
交
換

等
に
よ
り
、
有
害
鳥
獣
被

害
対
策
の
現
状
な
ど
の
情

報
共
有
や
猟
友
会
会
員
の

訓
練
環
境
整
備
に
つ
い
て

協
議
し
て
い
る
。
実
際
に

現
況
の
確
認
が
必
要
な
際

は
、
北
海
道
猟
友
会
美
幌

支
部
と
常
時
連
絡
を
取
り

合
い
、
緊
急
時
に
も
現
場

に
同
行
し
て
い
た
だ
け
る

体
制
が
整
っ
て
い
る
。

公
共
施
設
の
さ
ら
な
る
開
放

問
　
子
ど
も
た
ち
が
気
軽

に
利
用
で
き
る
公
共
施
設

の
現
状
は
。

答
　
児
童
セ
ン
タ
ー
は
小

学
生
に
多
く
利
用
さ
れ
、

遊
戯
室
、
児
童
室
や
体
育

館
で
様
々
な
活
動
が
行
わ

れ
て
い
る
。
し
ゃ
き
っ
と

プ
ラ
ザ
は
、
３
階
リ
ラ
ッ

ク
ス
ホ
ー
ル
を
開
放
し
中

高
生
が
学
習
に
取
り
組
む

姿
の
ほ
か
、
小
さ
な
お
子

様
連
れ
の
保
護
者
の
方
々

が
昼
食
を
と
る
な
ど
自
由

に
過
ご
し
て
い
る
様
子
が

見
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、

図
書
館
２
階
の
個
別
学
習

ス
ペ
ー
ス
や
町
民
会
館
２

階
の
学
習
ス
ペ
ー
ス
も
開

放
し
て
お
り
、
子
ど
も
た

ち
が
気
軽
に
利
用
で
き
る

場
を
提
供
し
て
い
る
。

利
用
時
間
帯
の
拡
大

問
　
中
高
生
な
ど
が
利
用

す
る
場
合
、
現
在
よ
り
も

遅
い
時
間
帯
ま
で
利
用
で

き
る
よ
う
施
設
を
開
放
す

る
考
え
は
。

答
　
し
ゃ
き
っ
と
プ
ラ
ザ

は
午
後
９
時
半
ま
で
、
町

民
会
館
は
午
後
10
時
ま
で

施
設
の
利
用
が
可
能
と

な
っ
て
お
り
、
中
高
生
の

一
般
的
な
外
出
時
間
ま
で

は
十
分
ご
利
用
い
た
だ
け

る
状
況
に
あ
る
こ
と
か
ら
、

現
時
点
で
は
こ
れ
以
上
の

時
間
延
長
の
必
要
性
は
低

い
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

伊藤議員の一般質問YouTube配信は
5:51:08 から 6:39:58 です。

◆ 

伊い

と

う藤
　
伸し

ん

じ司 

議
員

公
共
施
設
の
開
放

美
幌
町
に
お
け
る
鳥
獣
被
害
の
現
状
把
握
と

認
識
に
つ
い
て
の
考
え
は

令
和
６
年
の
被
害
金
額
は
５
９
２
９
万
円
で
生
産
者
の

収
入
減
や
生
産
意
欲
の
減
退
に
つ
な
が
る
と
認
識
し
て
い
る

問答

鳥
獣
害
対
策

箱わな
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こんなことを決めました

11月臨時会 令和６年度決算は審査意見を付して認定
一般会計・特別会計【審査意見（要旨）】

企業会計【審査意見（要旨）】

１　健全な財政運営
　今後も人口減少や少子高齢化の進展などにより税収などの伸びが期待できない中、諸物価
高騰や老朽化した公共施設等の更新費用負担など厳しい財政運営となることが予想されること
から、財政運営計画等に基づき毎年度、点検等を実施し、さらなる経常経費の抑制に取り組む
など、引き続き健全な財政運営に努められたい。

２　収入率向上対策
　公営住宅使用料の現年度分収入率が12年連続で100％を達成していることは、同規模自治体と比較しても特筆すべきもので
ある。取組の強化により減少している未収金については、負担の公平・公正の原則から一層の努力をされたい。

３　町有財産の適正な管理
　用途廃止や建築後、相当な年数を経過している町有財産について、美幌町未利用施設除却計画どおり除却が進んでいない状況
にあるものも見受けられる。維持管理上、大変危険であることから、美幌町公共施設等総合管理計画の見直しに併せ、再度、美
幌町未利用施設計画を見直し、財源を確保するなどして年次計画により建物の除却を進め、適正な建物の管理に努められたい。

４　補助金等の執行
　補助金等の交付決定等は、美幌町補助金等交付規則に基づき審査することになっているが、書類審査等の中で年度末の繰越金
が補助金を上回る事例等が見受けられたことなどから、今後、さらに補助金等の算定基準を明確にするとともに、補助金等の審査
体制を整備するなどして、適正な予算の執行に努められたい。

５　契約書等の書類
　契約関係書類について、内容の不備や確認が十分でないと思われるものもあることから、今後、契約書等の関係書類の整備を
十分に行い、予算の適正な執行に努められたい。

１　水道事業会計
　給水収益は前年度比約4,186千円の減収となったが、経費の削減等による支出の抑制
に努められ、おおむね健全な経営状況が保たれており関係者の努力を評価したい。今後も
財源確保及び効率的な水道管路整備事業の実施に努められたい。また、急激な負担増と
ならないよう町民生活と水道事業経営、両方のバランスを考慮した上で水道料金改定の必
要性について検証されたい。

２　公共下水道事業会計
　令和５年４月に公営企業会計に移行した以降も、依然として一般会計からの繰入金に依存している状態にあることから下水道使
用料金改定の必要性を検証するなど、使用料収入確保等を的確に図りながら、引き続き基準外の繰入金の縮減に努められたい。
また、今後、経年劣化による管渠及び処理場設備の更新費用等が見込まれることから、引き続きストックマネジメント計画に基づき
経営基盤の強化に努められたい。

３　個別排水処理事業会計
　今後も未設置家庭への普及に取り組み、住民生活の環境改善と河川等の水質保全を図るため、積極的に事業の推進に努められ
たい。今後、老朽化による施設の改修、昨今の物価高騰による維持管理費の増加が見込まれることから、使用料の見直しも視野
に入れ、公営企業としての経営の効率化・健全化の推進、収益性の向上を図られたい。

４　病院事業会計
　事業収入は前年度比約68,315千円の増となっており、医師の確保や患者のニーズに応える医療機器等の整備を図ったことに
ついては高く評価したい。一方で、病床全体の稼働率は依然として70％を下回っていることから、入院を取り巻く様々な環境整
備を図られ、病床稼働率の向上に努められたい。また、引き続き職場の環境改善を図り、医師をはじめとした医療従事者の確保に
努めるとともに、安全で安心な質の高い医療提供体制の維持に努められたい。

馬場委員長

横山委員長

映像及び全文はＱＲコード
からアクセスできます。

映像は
こちら→

全文は
こちら→

映像及び全文はＱＲコード
からアクセスできます。

映像は
こちら→

全文は
こちら→

　一般会計等決算審査特別委員会（馬場・大原・宮崎・稲垣・藤原・伊藤）に付託された一般・特別
（国民健康保険・後期高齢者医療・介護保険）会計の決算は審査意見を付して認定とする委員
会報告のとおり決定しました。その概要をお知らせします。

　企業会計決算審査特別委員会（横山・上杉・木村・髙橋・大江・松浦）に付託された水道・公共下
水道・個別排水処理・病院事業会計の決算は審査意見を付して認定とする委員会報告のとお
り決定しました。その概要をお知らせします。
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使用料・手数料を改正する条例について審議
使用料等審査結果報告【審査結果】

使用料等審査結果報告【審査意見 (要旨 )】

■美幌町手数料徴収条例	 ■美幌町移住体験住宅条例
■美幌みらい農業センター条例	 ■美幌町道路占用条例
■美幌町都市公園条例	 ■美幌町普通河川条例
■美幌町博物館条例	 ■美幌町水道給水条例

■美幌町保健福祉総合センター条例
　条例の設置目的が「町民の健康づくりと生きがいづくりを図るとともに、地域保健福祉活動を効果的に推進するため」と
されており、町民の健康づくりに大いに貢献していることからより一層の利用を促進し、引き続き「町民の健康づくりと生き
がいづくり」に繋げるためにも現行の使用料金を据え置くことが適当と判断した。
■美幌町集会室条例
■美幌町農作業準備休憩施設条例
■美幌町地域用水広報館条例
　使用料金の改定に伴う利用回数の減少や施設の稼働率低下が見込まれ、指定管理者である自治会の収入が減少すること
が想定されることにより自治会運営に影響を及ぼす恐れがあることから、現行の使用料金を据え置くことが適当と判断した。

■美幌町廃棄物の処理及び清掃に関する条例
　一般的に普通の家庭において１００キログラム程度のごみの保管場所がないこと、一度に１００キログラム程度のごみを
運搬できる車両を持ち合わせていないことなどから、住民サービスの低下に繋がるものであり、また、ごみの直接搬入量に
よっては、大幅な負担増を招くことに繋がるものと判断した。
　≪修正内容≫
　　�‌�直接搬入手数料の「取扱いの区分（家庭系直接搬入ごみ）」を「１００キログラムまで1,000円」から「５０キログラムまで
500円」に修正。

　　�‌�直接搬入手数料の「取扱いの区分（事業系直接搬入ごみ）」を「１００キログラムまで1,500円」から「５０キログラムまで
750円」に修正。

■美幌町民会館条例	 ■美幌町コミュニティーセンター条例
■美幌町マナビティーセンター条例	 ■美幌町スポーツ施設条例
　各施設における１時間未満の使用に関して使用者等とトラブルが起きないよう根拠を明確にする必要があると判断した。
　≪修正内容≫
　　「使用時間に１時間未満の端数があるときは、これを１時間とする」条文を追加。
■美幌町交流促進センター条例
　条例の設置目的が「町民の健康増進と地域間交流を促進し、活力ある地域づくりに資する」とされているが、当該施設に
は観光客を含む町外者が大勢訪れており、設置目的の一つでもある「地域間交流の促進」に寄与している施設であること、
また、町が掲げている「交流人口及び関係人口の増加促進」を今後も期待できる施設でもあることから、町民・町民以外の
区別をつけず、利用の公平性の確保を図りながら運営することが望ましいと判断した。
　≪修正内容≫
　　「美幌町民以外　普通券（１回券）」の新設を削除。

　今回、町が提案した使用料・手数料を改正する条例は、広く町民に負担を求めるものも含まれており、安定的で継続的な
行政サービスを維持していくため、その痛みを共に分かち合うことを求める提案であることは認識している。近年の物価高
騰による個人消費の低迷、人口減少、高齢化といった構造的課題も念頭に置きながら総合的かつ慎重に審査した結果、使
用料を据え置くものが適当なもの、あるいは一定程度の負担増を町民に求めざるを得ないものなどを決定した。

木村委員長

映像及び全文はＱＲコード
からアクセスできます。

映像は
こちら→

全文は
こちら→

　使用料等審査特別委員会（議長を除く全議員）に付託された使用料・手数料の改正に伴う条
例改正は、次のとおり決定しましたので、その概要をお知らせします。

原案に賛成した条例は次のとおりです。

原案に反対した条例は次のとおりです。

原案を一部修正して可決された条例は次のとおりです。

原 案 可 決

原 案 否 決

修 正 可 決

こんなことを決めました
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こんなことを決めました

条　例　改　正

補　正　予　算 工事請負契約の締結

■美幌町議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正
　令和７年度の人事院給与勧告に基づく国家公務員の給与改定に準じるとともに、特別職報酬等審議会の答申内
容に基づき、期末手当の支給割合及び月額報酬について改定しようとするもの
■美幌町非常勤職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正
　特別職報酬等審議会の答申内容に基づき、各種非常勤職員の報酬額について改定しようとするもの
■美幌町長等の給与等に関する条例の一部改正
　令和７年度の人事院給与勧告に基づく国家公務員の給与改定に準じるとともに、特別職報酬等審議会の答申内
容に基づき、特別職の期末手当の支給割合、教育長の給料月額について改定しようとするもの
■美幌町職員の給与に関する条例等の一部改正
　令和７年度の人事院給与勧告に基づく国家公務員の給与改定に準じて、職員の給料表の水準を引き上げるとと
もに、期末手当及び勤勉手当の支給割合などを改定しようとするもの

■一般会計
　・みらい農業センターの屋根修繕経費
　　（11月１日の発達した低気圧による強風災害）
	 709万円の増額
　・物価高騰対策プレミアム商品券発行事業
	 1,067万円の増額
　・職員の給与改定及び会計間異動等に伴う人件費の補正
　・事務事業の確定に伴う整理
■特別会計・企業会計
　職員の給与改定及び会計間異動等に伴う人件費の補正

■日にち
　令和８年２月５日（木）

■スケジュール

■会場
　町民会館３階　中ホール

■みどりの村森林公園
　再整備建築工事

３億６,８５０万円
　工期　本契約後330日

原案どおり可決しました。主な内容は次のとおりです。

原案どおり可決しました。主な内容は次のとおりです。 原案どおり可決しました。

議会フェスタ～びほろをつくる本音トーク会～を開催します
　美幌町議会の取組を町民の皆さまにお伝えし、一緒に楽しく本音の意見交換を行う『議会報告会』『議員カフェ』
『議会フォーラム』というさまざまな形式での催しを行いますので、多くの皆さまのご来場をお待ちしております。

議会フェスタのホームページはＱＲコードからアクセスできます。※全て出入り自由ですので、気軽にお越しください。

午後２時～午後３時 議会報告会
午後３時１５分～午後５時 議員カフェ
午後６時３０分～午後８時３０分 議会フォーラムカフェ

【町民参加型のパネルディスカッション】
　テーマ１　ハラスメントについて考えよう
　テーマ２　議会改革と担い手対策について
　テーマ３　議員って何してるの？
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▼
昨
年
12
月
に
は
青
森
県
東

方
沖
を
震
源
と
す
る
三
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沖

地
震
が
発
生
し
ま
し
た
。
こ

こ
数
年
、
日
本
で
は
毎
年
の

よ
う
に
大
き
な
地
震
が
発
生

し
て
い
る
よ
う
な
気
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し
ま

す
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分
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て
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▼
美
幌
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８
年
ぶ
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る
使
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（
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８
年
４
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行
）
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物
価
高
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・
燃

料
価
格
高
騰
な
ど
の
影
響
に

よ
り
致
し
方
な
い
事
情
も
あ

り
ま
す
が
、
議
会
も
特
別
委

員
会
を
組
織
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、
町
民
の
目

線
で
し
っ
か
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を
行
い

議
決
い
た
し
ま
し
た
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▼
美
幌
町
議
会
も
よ
り
一
層

町
民
の
方
々
に
目
を
向
け
て

も
ら
え
る
よ
う
様
々
な
議
論

を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
一

つ
と
し
て
新
た
な
取
組
「
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会
フ
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ス
タ
」
を
開
催
し
ま

す
の
で
、
皆
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の
ご
来
場

を
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待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

（
利
昭
）

あ
と
が
き

委
員
長	

稲　

垣　

淳　

一

副
委
員
長	

宮　

崎　

奈
津
江

委
　
　
員	

木　

村　

利　

昭

委
　
　
員	

馬　

場　

博　

美

委
　
　
員	

吉　

住　

博　

幸

議
会
運
営
委
員
会

議会を傍聴しませんか 議会ホームページもご覧ください
　定例会は年４回（３月・６月・９月・12月）開
かれ、議場入口にある受付票に住所と氏名を記入
いただければ、どなたでも議会を傍聴できます。

　総務福祉常任委員会（藤原・横山・馬場・宮崎・吉住・大江・大原）は９月30日から10月３日
まで道内先進事例を視察調査しました。その概要をお知らせします。

「本会議開会中のライブ中継」や常任委
員会の開催日などもお知らせしています。
美幌町ホームページから「美幌町議会」
をご覧ください。ＱＲコードからアクセ
スできます

12月定例会の傍聴者は7名でした。
みなさまの傍聴をお待ちしております。

　日程が正式に決まり次第、町のホームページな
どでお知らせします。

３月定例会は
３月３日(火)頃から開かれる予定です。

こちら

総務福祉常任委員会 自治会・子育て支援・地域おこし協力隊・移住定住を調査

■地域おこし協力隊（上砂川町）
　上砂川町は、地域おこし協力隊任期後の定住率が75％と
高く、その理由としては「隊員一人一人のスキルが高く起業
に対する意識が強い」「地域プロジェクトマネージャーによる
継続的な支援体制が整っている」ことが挙げられていました。
具体的に、協力隊員応募者との事前面談の実施、日々隊員
が相談できる体制の整備、隊員の自立
性を尊重したフリーミッション型を採用
するほか、町独自で創業支援補助金を
交付するなど、隊員が定住して起業で
きる支援体制が充実していました。

■自治会（倶知安町）
　倶知安町では、誰もが安心した暮らしができる地域コミュニ
ティーの実現を目指すため「町内会等への加入及び参加を促
進する条例」を制定しています。近年、人々の価値観や生活
形態の多様化、集合住宅や単身世帯の増加に伴い、地域コミュ
ニティーの希薄化が危惧されることから、町内会、町内連合会
と協議を重ね、地域住民、町内会、事
業者等また、住宅関連業者の役割、町
の責務を明らかにすることで、誰もが安
心して快適に暮らすことのできる、地域
コミュニティーの実現を目指しています。

■保育園留学（厚沢部町）
　厚沢部町では、保育園の一時預かり事業、お試し移住施設
などの遊休物件、まちの暮らしを体感できる収穫体験などのプ
ログラムを組み合わせた「保育園留学制度」を導入しています。
「世界一のこども園を作ろう！」という現場の意見を最大限に活
かし、子どもたち自身が本当にやりたいことを叶えられる、子
どもが主役のこども園になっていました。
また、発達支援センターが併設されてお
り、登園中に療育を受けることができる
ことから、子どもも保護者も安心して生
活できる環境づくりがされていました。

■子育て支援と移住定住（南幌町）
　南幌町では、子育て世帯への住宅建築助成金支給及び公社
分譲地の50％割引などの移住促進施策、学校給食の米・麺・
パン代の全額補助、高校生の通学費助成、子育て支援米年間
10kg の支給などの子育て支援に力を入れており、令和４年よ
り移住者が増加しています。また、子ども室内遊戯施設「はれっ
ぱ」は、子ども達の居場所だけでなく、
放課後の集いの場所や保護者同士のつな
がり・交流の場としても活用され、町民と
ともに「つくり」「育てる」魅力あふれる
まちづくりの拠点が整備されていました。
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